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な
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議
自
に
は
本
市
抱
負
山
で
単
語
念
ず
る
ケ
l
ス
も
増
加
し
て
お
ま
・

g
t
d一
欠
陥
主
じ
な
い
昔
、
処
分
刀
法
土
メ
イ

ySZに
行

っ

て

い

く

。

踏

ま

2
2
)、
労

働

自

信

、

基

農

家

へ

の

お

こ

の

よ

2
2立に
し
て
、
郵
便
貯
含
利
用
に
よ
る
挙
資
金
貸

一

一

、

寄

せ

等

の

4
山
川
に
よ
り
、
脱
出
個
々
の
協
刀
を
得
る
と
と
は
至
難
の
状
況
に
あ

J

ま
ず
議
提
第
一
一
八
月
議
会
の
議
決
一
判
明
日
附
究
に
な
お
一
崎
の
野
力
を
す
る
一ま

た

、

同

体

に

必

裂

と

す

る

用

地

は

イ

制

度

(

池

小

ロ

l
ン
)
の
創
設
を
郵
政
省
が
計
阿
し
、
そ
の
実
現
に
眼
目
力
し

一

一

り
ま
す
。

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
殴
の
取
得
災
一
己
一
。

一
割
状
の
三
倍
慣
を
必

混

と

す

る

同

の

答

て

い

る

と

聞

き

及

ぶ

と

己

る

で

あ

り

ま

す

が

、

こ

の

こ

と

は

不

況

F
の
今
日
、

は
処
分
に
閃
す
柔
例
の
一
部
主
主
一

一

用

究

部

盟

に

盟

し

一

井

が

あ

り

ま

し

た

。

よ

っ

て

出

車

産

、

本

市

の

霊

安

聖

断

ま

え

、

密

室

政

府

語

222症に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
父
兄
事
し
く
草

す
る
揖
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
地
力
出
一
て
、
世
民
の
自
主
防
災
桜
一

1
1
1
1
u
l
A
K

出

聞

に

警

護

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

し

て

い

た

ま

て

昨

日

書

た

制

度

と

い

え

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

由
法
脂
容
の
一
伺
改
正
に
伴
い
、
て
一
の
起
草
め
ら
れ
て
い
る
が
、
モ
の
一
本
通
出

A
U
R

一
時
地
の
イ
一
理
事
業
高
自
に
よ
り
、
単
必
に
災
地
す
る
乙
と
よ
っ
て
附
府
市
き
は
、
芯
訟
で
似
附
さ
れ
た
警
の
慣
言
語
雪

2
3
2
5
4
2一
倍
に
あ
た
つ
て
は
、

説

的

盟

一

r
2
1
1
1
1
1

一

任

務

倒

壊

g
z
gにお
い
て
早
急
に
樹
立
す
る
え
か
ら
、
乙

3
5
2
2く霊
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

伏
に
付
す
べ
き
契
約
幸
福
怖
を
三
一
び
北
部
消
防
と
一
円
刊
の
あ
る
飢
餓
一
望

一-一--
号
附
和
五
十
一一
町

市

E

O

E

輸

入

ワ

イ

ン

の

関

税

引

き

下

げ

と

千
万
円
か
ら
九
千
万
円
に
改
正
す
る
も
一
化
を
折
唱
し
、
市
民
に
純
間
附
れ
相
が
一附

市

下

京

辺

事

業

特

別

会

刑

制

正

予

ロ

一

転

作

作

物

の

mdを
可
能
に
す
る
品
祖
や
殺
培
技
術
の
改
良
に
力
を
入
れ

の
で
、

E
れ
に
対
し
宮
中
よ
り
、
ニ
か
か
ら
な
い
よ
う
配
胤
す
き
と
・

一

気

=

一

さ

に

つ

い

て

は

、

吉

田

設

な

る

20

果

物

の

自

由

化

を

阻

止

す

る

意

見

書

事
に
三
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
の
改
一

h
J、
(

(

、

(

一く

品

以

擦

の

と

お

り

可

決

す

る

も

の

一

米

詰

室

主

助

長

す

る

た

め

の

政

策

を

樹

立

す

る

こ

と

・

牒

居

間

霊

視

し

た

輔

氏

政

空

会

く

同

じ

く

果

樹

震

の

語

問
題

一

11、1t'41i、、
.Lrlト
、，
s'J

一

ば
は
議
会
の
題
号
制
小
し
、
巨

の

一
品

星

雲

且

実

一義
し
ま
し
た
が
、

5
5当局

都

市

計

画

法

に

基

づ

く

市

街

化

区

域

及

び

と

な
る
で
あ
雪
輸
入
ロ
イ
ン
の
車
引
き
否
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
喜
め
と
す

控
室
大
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
一
町
〆

J

代

J
1
J
i
一
に
対
し
て
、
去
の
級
官
付
す
べ
き
一

4

る
果
物
の
自
由
化
を
政
府
は
今
回
強
行
し
ょ

2
し
て
お
り
ま
す
。

ぽ
見
が
あ
り
、
保
決
の
結
果
、
多
数

L
論
議
三
二
リ
財
産
の
取
得
に
つ
一
誌
の
揖
例
改
正
が
挺
架
さ
れ
て
い
る
一年
度
甲
府
市
査
主
主
補
正
予
主
な
需
が
続
い
た
乙
と
が
主
義
国
と

調

整

区

域

の

見

直

し

に

関

す

る

意

見

書

甲
府
市
並
び
に
モ
の
周
辺
は
、
プ
ド
ー
を
初
め
と
す
る
県
物
の
差
別
で
生

も
っ
て
当
面
軍
の
と
お
り
吋
決
す
る
一
い
て
は
、
小
型
ポ
l
昼
間
の
第
二
一
が
、
下
益
事
業
は
工
H
号

号

、

一
(
第
一
号
)
に
つ
い
て
は
、
皇
室
考
え
ら
れ
る
。
現
状
詰
豊
富
、
現
在
県
に
お
い
て
、
都
市
計
圏
在
抵
づ
く
都
市
計
画
区
域
の
見
阻
し
作
業
高
は
も
と
よ
り
ロ
イ
ン
の
語
と
な
る
プ
ド
l
の
供
給
品
下
で
は
宵
散
の

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
一
則
山
長
岳
災
地
す
る
た
め
の
用
地
取
得
一
市
民
の
問
、
心
も
高
い
の
で
、
対
象
外
の
一
命
以
入
の
円
誼
し
等
に
つ
い
て
質
し
た
一五
十
年
度
か
ら
本
年
度
ま
で
の
財
政
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
乙
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
甲
府
市
の
災
加
は
、
す
で
に
県
産
制
で
あ
り
草
す
。
し
た
が
っ
て
、
舟
由
の
政
府
決
定
は
、
本
市
果
樹
庭
球
の

次

に

選

竺

三

品
翌
十
三
で
あ
り
、
話
集
の
と
お
り
列
滑
な
す
の
に
つ
い
て
も
主
な
工
事
内
容
に
つ
一
の
に
対
し
て
、

当
局
窓

裂

収

入

は

一

回

に

邸

づ

く

も

の

で

あ

り

、

そ

の

ま

に

拠

出

し

て

晶

る

一

童

話

量

よ

り

も

、

は

る

か

に

市

街

昔

話

会

審

握

手

蓄

は

非

常

に

さ

い

も

の

が

あ

り

、

乙

れ

き

の

ま

葺

恒

産
附
府
市
長
話
予
空
前
一
く
可
決
す
る
も
の
と
で
ま
し
た
が
、
一
い
て
は
男
君
会
に
報
告
す
る
よ
う
一
本
年
十
月
末
現
住
で
約
三
芳
皇
宮
財
政
収
支
は
志
予
定
通
り
推
移
霊
が
そ
乙
れ
を
包
含
し
た
も
の
で
な
い
と
需
の
総
合
的
な
将
来
展
望
す
る
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

回
刀
)
中

毒

2
g分
に
つ
い
て
一
宮
会
は
六
十
一
年
国
悼
の
メ
イ
ン
会
一求
め
る
と
と
も
に
、
産
業
量
生
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
豆
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
五
十
一
一
霊
は
到
底
思
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

(2) 昭和53年2月1日りよだ三』
:z:;;; 議市府甲第 36号
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咽
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咽

団
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咽

mm

凶

絢

鍋

到

a

m
富

市

市立甲府病院の経営を簡査する民生常任要員

今
定
例
会
の
初
日
及
び

最
優
日
の
本
会
園田
で
意
見

書
四
件
を
可
決
し
、
地
方

自
治
法
宙
開
九
+
九
条
第
二

項
の
規
定
に
蕃
づ
き
、
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
各

大
匡
及
び
、
山
梨
県
知
事

に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し

た
。


